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る
向
上
心
を
持
ち
続
け
る
つ
も
り
で
す
。 

 

まめ  で が～んす 

～ 今日も元気ですよ ～ 
がが～～んんすすでで  ままめめ
2004年新春創刊号 http://www.asa-hosp.city.hiroshima.jp 

療紙
 

年ー医す命のを

 

し相そ私て皆的療
は
じ
め
ま
し
て 

病
院
長
の
上
田
で
す 

広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院
は
、
私
ど
も
の
医

活
動
を
皆
様
に
お
伝
え
す
る
た
め
に
、
広
報

私
た
ち
の
病
院
は
、
今
年
５
月
で
開
設  
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

周

を
迎
え
ま
す
。「
愛
と
誠
の
奉
仕
」
を
モ
ッ
ト

に
、
地
域
の
人
々
に
最
新
で
最
善
の
良
質
な

療
を
提
供
す
べ
く
努
力
い
た
し
て
お
り
ま

。
ま
た
、
地
域
の
中
心
的
病
院
と
し
て
の
使

を
果
す
た
め
に
、
病
診
連
携
、
福
祉
関
係
と

連
携
も
円
滑
に
行
な
う
よ
う
シ
ス
テ
ム
構
築

病
院
の
主
役
は
患
者
さ
ま
で
す
。
悩
み
、

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

苦

み
、
そ
し
て
健
康
回
復
に
希
望
を
抱
い
て
ご

談
さ
れ
る
方
々
に
、
病
院
は
解
決
策
を
示
し
、

れ
を
実
践
い
た
し
ま
す
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
、

ど
も
職
員
と
患
者
さ
ま
の
相
互
協
力
に
よ
っ

、
良
い
結
果
が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

様
が
身
も
心
も
健
や
か
に
生
き
る
と
い
う
目

を
達
成
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
真
摯
に
医

に
取
り
組
み
、
献
身
的
な
態
度
と
た
ゆ
ま
ざ

24 
安佐市民病院の理念と基本方針 

理  念 

基

１

２

３

４

５

・ 地域の基幹病院として高度の医療・ケアを行います。
・ 愛と誠の精神をもって医療を提供します。 
本方針

．患者さまの立場を尊重し、理解と納得にもとづいた医療を行います。

．安全な医療と快適な療養環境の提供に努めます。 

．地域と連携し、地域医療、救急医療、トータルケアの水準の向上に

努めます。 

．最新の医療にとりくみ、医療・医学の進歩に貢献します。 

．より良い医療サービス提供のため、健全な病院運営に努めます。 

－１－
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こ
の
一
覧
表
の
他
に
も
、
各
地
方
公
共

団
体
ご
と
に
独
自
に
定
め
ら
れ
た
公
費
負

担
制
度
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。 

 

重
度
障
害
者
に
対
す
る
公
費
負
担
制

度
、
ひ
と
り
親
の
家
庭
に
対
す
る
公
費
負

担
制
度
、
乳
幼
児
に
対
す
る
公
費
負
担
制

度
、
６
５
歳
以
上
の
方
に
対
す
る
医
療
費

の
補
助
制
度
等
も
あ
り
ま
す
。 

 

広
島
市
で
は
、
広
島
市
在
住
の
方
で
精

神
保
健
福
祉
法
の
公
費
負
担
を
受
け
て
い

る
患
者
様
に
つ
い
て
、
窓
口
負
担
分
の

５
％
を
更
に
助
成
す
る
と
い
う
制
度
な
ど

が
あ
り
ま
す
。 

公費負担制度って何？ 

敷地内全面禁煙のおしらせ 

たばこは「百害あって一利なし」 

当院では、「クリーンホスピタル」をキャッチフレーズに、院内感染対策、

廃棄物処理対策とともにたばこ対策として禁煙運動を展開しております。

平成１５年５月に施行された健康増進法にも受動喫煙防止が規定されて

います。市民のみなさまの健康増進と患者様や来院者の受動喫煙害を防止す

るため、平成１６年１月１日から敷地内全面禁煙としています。  

        ご協力よろしくお願いします。

 

公
費
負
担
制
度
と
は
市
町
村
等
に
よ
る

医
療
費
の
補
助
制
度
で
す
。
簡
単
に
言
い

ま
す
と
患
者
様
の
窓
口
負
担
を
公
費
に
よ

っ
て
軽
減
す
る
制
度
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
誰

で
も
公
費
負
担
の
対
象
と
な
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
公
費
負
担
制
度
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
制
度
毎
に
目
的
と
対
象
者
、
給
付
の

範
囲
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
所

得
に
よ
る
制
限
や
、
医
師
の
診
断
書
が
必

要
で
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公

費
負
担
制
度
は
国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ

っ
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
の
で
、
市
町

村
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
が
異
な

っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

公
費
負
担
制
度
の
一
部
に
つ
い
て
次
ペ

ー
ジ
に
表
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
詳
し

い
手
続
き
、
取
り
扱
い
等
に
関
し
ま
し
て

は
所
轄
の
都
道
府
県
、
市
町
村
の
主
管
課
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 
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公費負担制度一覧表（一部） 

 

公費名 対象者 医療費の窓口負担 必要なもの 

入院 

 

所得に応じて1割または2割 

 

 

老人保健法 

・７０歳以上の人又は、６５歳以上

７０歳未満の寝たきり等の状態に

ある人 
外来 〃  

入院 

 

所得に応じた段階的な負担 

（7段階） 

 
特定疾患医療 

 

・都道府県知事等により定められ

た特定な疾患に患者し、医療機

関において治療を受けている人

 外来 〃 

・申請書 

・医師の診断書 

入院 

小児慢性特定疾患医療 

・都道府県知事等により定められ

た特定の疾患に患し、医療機関

において治療を受けている 20 歳

未満の人 
外来 
負担なし 

・申請書 

・医師の意見書 

入院 
結核予防法34条 ・結核治療が必要な一般患者 

外来 

厚生労働大臣が定める結核治療

に関しては窓口負担は５％ 

・申請書 

・医師の診断書 

・X線写真 

精神保健福祉法（通院

医療３２条） 

・都道府県知事等により定められ

た精神障害等の疾患に患し、日

常的な生活に支障をきたしている

人 

外来 
精神障害等に対する医療に関して

は窓口負担は５％ 

・申請書 

・医師の意見書 

養育医療 

・身体の発育が未熟のまま出生

した乳児であり、正常児が出生時

に有する諸機能を得るまでに至

らないものであって、医師が入院

療養を必要と認めた乳児 

入院 負担なし 

・申請書 

・医師の意見書 

入院 

育成医療 

・身体上の障害を有する児童、ま

たは現存の疾患が、放置してお

いた場合、障害を残すと認められ

る児童であり、確実な効果が期待

できる児童 

外来 
負担なし 

・申請書等 

入院 原子爆弾被爆者に対す

る援護に関する法律 

（一般疾病） 

・被爆者健康手帳所持者 

外来 

負担なし 

 

 

 

 

 

 －３－
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安佐市民病院小児科診療 

林 坂本 荒新 藤田 和合 

【
は
じ
め
に
】 

患
者
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、
い
つ
も
当
院
小
児

科
に
受
診
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
小
児
期
で
の
か
か
り
や
す
い
病
気

に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
解
説
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

同
時
に
当
科
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 【
小
児
期
の
病
気
】 

小
児
期
は
発
育
時
期
に
よ
っ
て
、
受
精
・
着
床

か
ら
出
生
ま
で
の
出
生
前
期
、
生
後
４
週
ま
で
の

新
生
児
期
、
新
生
児
期
を
含
め
た
生
後
１
２
ヵ
月

ま
で
の
乳
児
期
、
１~

６
歳
ま
で
の
幼
児
期
、
６

~

１
２
歳
の
学
童
期
、
思
春
期
か
ら
成
熟
ま
で
の

青
少
年
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

出
生
前
期
は
母
体
に
１
０
０
％
依
存
し
て
お

、こ
の
時
期
に
は
妊
娠
中
の
ト
ラ
ブ
ル（
風
疹
、

毒
、
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
な
ど
）
や
母
親
の
喫
煙

ア
ル
コ
ー
ル
過
剰
摂
取
な
ど
が
こ
ど
も
の
発

に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

新
生
児
期
は
母
体
内
か
ら
独
立
し
た
生
活
を

な
う
た
め
の
生
理
的
適
応
能
力
が
発
達
し
ま

が
、
一
方
で
は
重
症
の
感
染
症
に
罹
り
や
す
い

期
で
す
。
未
熟
性
や
出
生
時
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ

呼
吸
障
害
や
け
い
れ
ん
、
髄
膜
炎
、
敗
血
症
な

の
重
症
感
染
症
へ
の
注
意
も
必
要
で
す
。 

移多発くをのい変症ては

 

患み身童題ど題で

乳
児
期
は
身
体
発
育
が
著
し
く
、
母
親
か
ら
の

行
免
疫(IgG

)

が
減
少
し
て
い
く
時
期
で
す
。

く
の
こ
ど
も
た
ち
は
こ
の
時
期
に
解
熱
後
に

疹
を
生
じ
る
突
発
性
発
疹
症
を
経
験
し
ま
す
。

幼
児
期
で
は
心
理
的
・
社
会
的
発
達
が
著
し

、
ま
た
様
々
な
感
染
症
に
罹
り
な
が
ら
免
疫
力

獲
得
し
体
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
水
痘
な
ど

発
疹
性
疾
患
に
罹
患
し
や
す
く
、
熱
に
よ
る
け

れ
ん
を
初
め
て
経
験
し
ご
家
族
の
皆
様
が
大

心
配
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
下
痢

で
の
脱
水
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。 

学
童
期
に
は
情
緒
と
自
主
性
の
発
達
に
加
え

社
会
的
適
応
性
が
進
歩
し
ま
す
。
こ
の
年
齢
で

、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
よ
う
な
感
染
性
疾

の
流
行
が
み
ら
れ
な
い
限
り
は
学
校
を
お
休

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
す
。 
青
少
年
期
は
性
徴
が
目
立
っ
て
く
る
時
期
で
、

体
・
精
神
面
の
変
化
が
著
し
く
な
り
ま
す
。
学

期
以
降
は
低
身
長
や
肥
満
な
ど
の
成
長
の
問

や
、
友
人
関
係
や
学
校
生
活
・
進
路
の
悩
み
な

の
ス
ト
レ
ス
、
心
身
症
、
慢
性
疾
患
な
ど
が
問

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

こ
ど
も
の
成
長
発
達
過
程
で
避
け
る
こ
と
の

き
な
い
病
気
は
多
く
、
私
た
ち
小
児
医
療
ス 

タ復ま

 

【をてあンイる用
炎し適 【す配得０緊
小児疾患と 
り梅や育行す時るど
ッ
フ
は
お
子
様
の
健
康
の
維
持
・
増
進
・
回

の
た
め
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

す
。 

小
児
科
診
療
】 

当
科
の
外
来
診
療
は
、
主
と
し
て
急
性
疾
患

取
り
扱
う
午
前
中
の
一
般
外
来
と
、
主
と
し

慢
性
疾
患
を
取
り
扱
う
午
後
の
特
殊
外
来
が

り
ま
す
。
急
性
疾
患
の
う
ち
、
イ
ン
フ
ル
エ

ザ
ウ
イ
ル
ス
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ

ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
溶
連
菌
な
ど
に
よ

感
染
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
各
種
検
体
を

い
て
迅
速
診
断
を
行
な
い
、
急
性
細
菌
性
腸

な
ど
細
菌
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
疾
患
群
に
対

て
は
積
極
的
な
培
養
検
査
の
実
施
に
よ
り
、

切
な
治
療
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

夜
間
緊
急
診
療
】 

急
性
疾
患
は
時
間
を
選
ば
ず
発
症
い
た
し
ま

。
夜
間
に
発
症
し
た
場
合
の
ご
家
族
の
ご
心

は
い
か
ば
か
り
か
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。 

当
科
で
は
多
く
の
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を

て
毎
週
日
曜
日
の
準
夜
帯
（
午
後
６
時
～
１

時
）
に
限
っ
て
夜
間
診
療
を
行
な
っ
て
お
り
、

急
の
際
に
は
こ
の
夜
間
診
療
を
御
利
用
く
だ 

－４－
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さ
 

【当を療 一ら尿を場適し
 二どなま 三常Ｒ
な合

 

四気基よま教の野と

 

五に

い
。 

慢
性
疾
患
と
担
当
ス
タ
ッ
フ
】 
小
児
期
に
は
多
く
の
慢
性
疾
患
が
あ
り
ま
す
。

院
で
は
種
々
の
慢
性
疾
患
に
対
し
て
各
領
域

専
門
と
す
る
医
師
が
中
心
と
な
っ
て
診
断
治

・
管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

．
腎
疾
患 

血
尿
や
蛋
白
尿
、
尿
に
多
く
の
白
血
球
が
認
め

れ
る
な
ど
腎
疾
患
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、

・
血
液
検
査
や
超
音
波
検
査
な
ど
の
画
像
検
査

行
い
、
さ
ら
に
腎
機
能
低
下
の
可
能
性
が
あ
る

合
に
は
、
腎
の
組
織
の
病
的
変
化
を
基
に
最
も

切
と
考
え
ら
れ
る
治
療
を
行
な
い
ま
す
。 

こ
の
分
野
は
、
主
と
し
て
和
合
と
藤
田
が
担
当

て
い
ま
す
。 

．
心
臓
循
環
器
疾
患 

心
臓
に
雑
音
が
聞
こ
え
る
、
心
臓
が
大
き
い
な

心
臓
病
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
超
音
波
検
査

ど
で
の
診
断
の
上
、
治
療
管
理
を
行
っ
て
お
り

す
。
こ
の
分
野
は
荒
新
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

．
け
い
れ
ん
性
疾
患 

種
々
の
け
い
れ
ん
性
疾
患
、
精
神
神
経
学
的
異

な
ど
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
脳
波
や
頭
部
Ｍ

Ｉ
な
ど
の
画
像
検
査
に
よ
り
診
断
治
療
を
行 
に田と中 六やど坂
－

エプロン姿の私たちに 
声をかけてください 

外来患
診
院
車
子
入

【フい

い
ま
す
。
こ
の
分
野
は
主
と
し
て
、
坂
本
、
和

、
藤
田
が
担
当
し
て
い
ま
す
。 

．
気
管
支
喘
息 

突
然
気
道
狭
窄
に
よ
り
呼
吸
困
難
を
生
じ
る

管
支
喘
息
が
最
近
増
加
し
て
い
ま
す
。 

病
像
の
増
悪
進
展
に
は
気
道
の
慢
性
炎
症
が

盤
に
あ
り
、
積
極
的
な
肺
機
能
検
査
な
ど
に

り
気
道
炎
症
の
治
療
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

す
。
木
曜
日
（
不
定
期
で
す
が
）
に
は
喘
息

室
を
開
催
し
、
気
管
支
喘
息
へ
の
対
応
な
ど

情
報
提
供
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
分

は
当
院
小
児
科
医
全
員
が
専
門
と
し
て
い
る

こ
ろ
で
す
。 

．
血
液
疾
患 

貧
血
や
皮
膚
出
血
な
ど
の
血
液
疾
患
は
必
要

応
じ
て
骨
髄
検
査
な
ど
を
行
な
い
診
断
治
療

当
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
分
野
は
現
院
長
（
上

一
博
前
広
島
大
学
小
児
科
学
教
授
）
の
専
門

す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
藤
田
、
坂
本
、
林
を

心
に
治
療
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

．
内
分
泌
疾
患 

ホ
ル
モ
ン
異
常
な
ど
が
隠
れ
て
い
る
低
身
長 

基
礎
代
謝
に
関
連
性
の
あ
る
甲
状
腺
疾
患
な

の
内
分
泌
疾
患
は
、
主
と
し
て
和
合
、
藤
田
、

本
が
担
当
し
て
い
ま
す
。 
て師心めおし相

チ
ー
ム
医
療
】 

当
院
小
児
科
で
は
担
当
医
を

全
員
が
絶
え
ず
デ
イ
ス
カ
ッ

、
最
善
と
考
え
ら
れ
る
治
療

い
ま
す
。 

さ
ら
に
他
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

、
薬
剤
師
、
検
査
技
師
、
栄

を
ひ
と
つ
に
し
て
お
子
様
の

に
全
力
を
挙
げ
て
チ
ー
ム
医

り
ま
す
。 

気
に
な
る
こ
と
、
心
配
な
こ

た
ら
、
お
気
軽
に
小
児
医
療

談
く
だ
さ
い
ま
せ
。 
安佐市民病院ではひとりひとりの皆様

を大切に思い、患者様の健康回復を共に

願ってくださるボランティアの方々が院

内で活動を展開しています。 
５－

その他のサポート活動 
鉢植え、盆栽等の陳列 
生け花 
車椅子の整理・整頓 
各種コンサートの開催 など 

者様へのサービス活動
察申込書の代筆 
内施設への案内 
椅子の介助 
供の預かり 
退院の手伝い など 

中
心
に
ス
タ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
な

方
針
を
決
定
し

（
医
師
、
看
護

養
士
な
ど
）
が

病
気
回
復
の
た

療
を
推
進
し
て

と
が
ご
ざ
い
ま

ス
タ
ッ
フ
に
ご
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“福は～内！ 鬼は～外！” 
 

 

 

当院の節分メニュー 

ごはん 

鰯の梅煮 

出し巻き卵 

含め煮盛り合わせ 

清汁 

いちご 

福豆   （エネルギー７１２kcal） 

 
 
 
 
 
 

節分の由来 

節分の夕暮れに、鰯の頭や柊の葉を門のところに挿しておく習慣があちこちに残っています。 

これは、鰯の頭はその悪臭で、柊は葉の先のとがったところで、邪悪をもたらす鬼を追い払うと俗

にいわれています。 

豆まきは、「まめで健康」の意味もある大豆の強い生命力を借りて邪気を払い、幸福を我が家にも

たらしたいという願いから始まったそうです。 

 

ヘルシーメニューで鬼退治！ 

鰯は、ＥＰＡ(エイコサペンタエン酸)や、ＤＨＡ（ドコサヘキサエン酸）を含み、これら

は血液中の悪玉コレステロールや中性脂肪を減らしたり、血栓を溶かしたり、血小板が固ま

るのを抑える効果があります。 

 大豆は畑の肉ともいわれ、たんぱく質として優れているだけでなく、レシチンやサポニン

という成分が含まれていて、コレステロールを体外へ出し、血液をサラサラにして動脈硬化

や心臓病を予防する作用もあります。また最近注目されているイソフラボンは「植物エスト

ロゲン」ともいわれ、体内で女性ホルモンと同じような働きをして、更年期女性の健康を守

り骨量も増やします。また血圧を安定させたり、癌予防にも効果があります。 

さらに大豆は丸ごと食べると食物繊維もとれ血糖値の上昇を抑えることもできます。 

（栄養室） 
 

 
病院食にアメニティーをもとめて  

入院中に潤いと季節感を味わっていただくために四季折々の行事食を行っています  

 

 －６－


